
（1）

休業補償給付支給請求書の書き方（その１）

（１）通勤災害の場合は様式第16号の６を使用する。

（２）事故の発生日又は発病の日を正確に記入する。

（３）※印の欄は記入しない。

（４）療養のため労働できなかった期間と、そのうち賃金を受けられなかった日数
　　　を記入する。

（５）銀行等に振込む場合は、請求人本人の口座番号を記入する。

（６）事業主の証明が必要。ただし、第２回目以降の請求で離職後である場合は不
　　　要。なお、療養のため、労働できなかった期間の全部又は一部が離職前にあ
　　　る場合には証明が必要となる。

（７）直接所属している事業場が一括適用の取扱いをしている支店、工場、工事現
　　　場等の場合に記入する。

（８）診療担当者（医師または歯科医師）による証明が必要。

（９）自筆による署名の場合には、押印は不要。


